
「感謝の気持ちを態度で示そう！」
、

あっという間に、あと１箇月で令和３年が終わろうとしています。私個人としては、縁あっ
て母校に着任させていただき感謝・感激していますが、コロナ禍の影響で「何もできないまま、
もう2年か」と少し焦りのようなものを感じる今日この頃です。

さて、毎月、この冒頭部分で、何をメッセージとしてお伝えしようかと悩みます。と言うの
も、着任早々、この校報を通じ、「『学校と保護者の皆様との絆はもとより、保護者同士・子供
同士、さらには親子の絆が深まり、強まっていけば』との願い」で校報名を“絆”としたから
です。そして、「その時々の私の思いや、行事をはじめ、学校生活上のちょっとした風景を紹介
していきたいと思っています」とも決意を書きました。そういう内容になるよう心がけてはい
るのですが・・・。今後も努力していきたいと思います。

過日、朝の自転車による校区巡視で、子供たちが横断する際、停止してくれた車（運転手）
にお辞儀をしている光景に出くわしました。そう言えば、かなり昔になりますが、“まるよ”前
の横断歩道が通学路として利用されていた当時、私もその“お辞儀”を経験しました。横断歩
道を渡りきったと思いきや、回れ右をし、止まっている私と対向車に向かって、深々とお辞儀
をしてくれました。そのことを職場でも話題にしたのですが、異口同音に「何とかわいいよ」「ま
た止まってあげたくなるよな」などなど。横断歩道に人がいれば停止する義務が車にはありま
す。しかし、気忙しい通勤時、一時停止義務を怠る車が多いのも事実です。そうした子供たち
のちょっとした行いが、運転者の気持ちを“ほっこり”させ、停止してくれる車が増えるので
はないでしょうか。そうすれば、結果として子供たちの安全を守る
ことにつながっていくものと思います。軽く会釈する程度でいいの
で、是非、お子さんに勧めてみていただければと思います。
また、何かにつけ、感謝の気持ちを「ありがとう」の言葉に出す

ことが大切だと思います。

校報 絆 （きずな）〈１２月号〉

〈合言葉〉「みんなでつくる みんなの“安小”」

〈めざす学校の姿〉

子供たちが自慢したくなる学校 紀の川市立安楽川小学校

家庭や地域から信頼される学校 令和３年１１月２９日

活力ある地域コミュニティづくりに貢献する学校 文責：校長 原 寿宏

◆様々な体験活動を行いました！◆ 【ヤクルトおなか元気教室】

【消防署見学(3年)】起震車で地震を体験しました。

なかよし学級の児童が

和歌山ヤクルト販売の

【防犯(ｷｯｽﾞｻﾎﾟｰﾄ)教室】 方から 」 お なかの健

２年生と５年生が県警少年 康」について教えてい

サポートセンターの方から社 ただきました。

会のルールなどについて教

わりました。

◆地域の方から絵手紙を教

わりました！ (創作クラブ)

◆県立ろう学校とZoomでつ

なぎ手話で交流しました！

(つながりクラブ)



12月の行事予定 （変更することがあります。）

１（水）登校観察 13（月）読み聞かせ(高学年) ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ来校

２（木）校内マラソン大会【予備日12/9】 薬物･ｱﾙｺｰﾙ予防教室(6年)

３（金）地域安全マップづくり(3年) 15（水）登校観察 しめ縄づくり(5年)

４（土）育友会｢ランタンナイト｣(16～18時) 22（水）～24（金）個人懇談(2者)【下校13:00】

４（土）･５（日）那賀地方美術展(山崎北小) 24（金）終業式 校外児童会

６（月）読み聞かせ(低学年) (9時～16時) ◆冬休み◆ 12/25（土）～1/10（月）

８（水）クラブ活動 ◆３学期始業式◆ １/11（火）

◆「森林体験」を行いました！◆

11/12（金）、５年生が日高川町（旧 中津村）で、植林の間伐と間伐材を利用した工

作、薪割りなどを体験しました。この体験は、県民の皆様から納税いただいている「紀

の国森づくり税」を財源として、和歌山県が森林を県民共有の財産として守り育て、次

世代に引き継いでいくことを目的に実施している事業です。子供たちは、100年前

に植林した人の思いや苦労にも触れ、“森の命”を感じていたように思います。

また、本箱などの木工作業では、初めての慣れない工具にも悪戦苦闘しながら

も、次第に慣れて上手に完成させていました。苔玉づくりでは、色んな植物を組み

合わせて趣深い作品を作り上げていました。 薪割り→

← 間伐 ↓

命を感じています！→

↑苔玉づくり

木工→

◆ ｢南紀熊野を満喫！」 ～修学旅行に行ってきました～
６年生が10/28（木）・29（金）の両日、紀南地方への修学旅行を行いました。コロ

ナ禍の折、県内への修学旅行が定着してきていますが、「ふるさと和歌山」を知る
絶好の機会と捉えています。初めて見る県内の絶景など豊かな自然と、歴史の奥
深さに、改めて感動を深めたのではないかと思います。

◆桃源郷駅伝競走大会（11/20・土）◆

女子５位（入賞）・男子９位


